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生
を
初
め
會
員
十
七
名
京
阪
電
車
天
蔽
橋
停
留
所
に
槃
合
、

宇
治
川
ラ
イ
ン
を
周
遊
す
、
初
夏
の

ilr水
を
心
ゆ
く
ば
か
り

観
賞
し
、
黄
業
に
て
普
茶
料
理
を
味
ひ
午
後
入
時
解
散
し
た

入
月
七
H

財
津
吉
田
雨
先
生
及
幹
事
五
名
集
合
、
會
誌

刊
行
に
就
て
協
議
、
、
•

八
月
十
一
1

一
日
本
堂
理
事
長
小
倉
先
生
、
住
友
総
理
事
の

煎
職
に
就
か
せ
ら
る
、
先
生
の
高
潔
温
厚
な
る
人
格
が
、
大

阪
財
界
の
向
上
登
展
に
資
す
る
ご
こ
ろ
甚
大
な
る
ぺ
き
を
思

ひ
、
謹
み
て
慶
賀
の
意
を
表
し
奉
る
、

八
月
二
十
六
H

午
後
六
時
一
二
十
分
よ

b
百
花
村
に
て
東

京
へ
轄
居
せ
ら
る
ヽ
會
員
三
翰
中
痛
の
送
別
會
を
催
す
、
出

席
者
十
七
名
、
財
沖
先
生
の
送
別
の
僻
、
三
輪
中
膳
の
謝
僻

あ
り
、
ま
た
會
員
今
川
せ
い
君
偲
道
の
目
的
を
以
て
渡
支
さ

るマ
J

聞
き
．
招
待
せ
し
マ
J

こ
ろ
出
．
席
さ
る
、
よ
っ
て
山
本
幹
事

た
ち
ャ
今
川
君
セ
激
圃
す
る
の
僻
を
述
べ
、
今
川
君
の
答
僻

あ
り
、
今
洒
君
の
講
秤
一
席
、
吉
田
先
生
の
惜
別
の
詩
朗
吟

三
輪
中
膊
の
憂
渭
視
察
旅
行
の
詩
の
披
露
な
ざ
あ
り
て
興
趣

逮
き
す
、
別
席
に
て
會
談
肉
蒙
刻
、
九
時
＿
二
十
分
閉
會
す
る

入
九

――-
H
見
ぬ
間
の
櫻
花
、
い
つ
し
か
若
葉
青
葉
の
夏
を
迎
へ
、

ま
た
褪
じ
て
紅
の
錦
を
織
る
、
世
相
髪
韓
の
急
激
な
る
、
ま

た
こ
れ
に
過
ぎ
た
る
あ
り
て
、
進
化
に
遅
れ
ざ
ら
ん
ご
人
は

馬
車
馬
の
や
う
に
か
け
ま
は
り
、
い
つ
し
か
人
間
本
末
の
面

目
さ
へ
忘
果
て
A

、
機
械
の
た
め
に
貨
幣
の
た
め
に
奴
隷
'
y
J

な
b
T
る
の
ご
き
、
忙
中
閑
を
つ

(
b
、
理
罷
賢
博
を
播
き

て
、
修
身
治
國
平
天
下
の
深
奥
の
逍
を
諄
ね
日
常
平
素
慨
瞼

す
る
マ
J

こ
ろ
を
省
察
し
て
、
向
上
の
一
路
を
辿
る
の
友
集
ひ

て
、
こ
こ
に
二
日
名
、
温
原
篤
學
な
る
會
長
財
津
先
生
の
穏

望
を
慕
ひ
、
諸
先
生
の
懇
切
な
る
指
導
を
受
け
て
、
身
心
の

鍛
練
に
怠
る
の
ひ
ま
な
き
ぞ
め
で
た
き
、
ま
づ
本
會
の
自
讃

は
こ
れ
位
に
て
遠
慮
仕
る
。

由
末
本
會
に
は
名
物
男
が
多
い
マ
J

い
ふ
噂
を
聞
い
て
ゐ
る
、

藤
塚
、
酒
井
の
雨
君
の
如
き
、
そ
の
一
人
か
も
畑
れ
ぬ
、
激

務
の
餘
暇
灼
熱
の
酷
暑
も
も
の
か
は
、
皇
材
料
を
蒐
集
す
る
、

編

輯

を

終

ヘ山

本

槍

信

て



印
刷
屋
さ
談
刊
す
る
、
校
正
を
や
る
、
大
車
輪
で
あ
る
、
そ

う
し
て
め
く
ら
蛇
に
お
ぢ
す
の
瞥
で
遮
二
無
一
一
御
寄
稿
を
お

願
ひ
に
ま
ゐ
る
に
も
か
か
は
ら
す
、
快
く
御
援
助
下
さ
る
こ

マJ
を
い
つ
も
有
難
く
戚
泣
し
て
ゐ
る
、
不
行
屈
失
證
の
段
は

幾
重
に
も
お
詫
び
申
上
る
、
お
蔭
で
い
つ
も
諸
先
生
の
名
論

卓
説
の
載
つ
て
ゐ
る
こ
マ
J

は
い
さ
A

か
本
誌
の
自
慢
ご
す
る

マJ
こ
ろ
で
會
員
諸
君
の
論
説
ご
共
に
熱
讀
玩
味
を
お
願
ひ
致

す
わ
け
で
あ
る
、
今
後
會
員
諸
者
の
努
力
に
よ
っ
て
屑
一
肝

向
上
登
展
自
慢
の
鼻
の
禰
々
盆
々
高
く
な
る
こ
'
y
J

を
祈
つ
て

や
ま
ぬ
。

九
0


